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2 章では、次のような実証分析を行う。地域の統合度や労働移動制約環境の異なる 3 つの経済圏、すなわち労働移
動制約があり経済格差の大きいアジア、制度的制約はないが文化的制約から実質的な労働移動が低く経済格差は小さ
いヨーロッパ、労働移動があり経済格差が大きい中国を取り上げて、各圏域の産業立地の方向を計測し、それをもた




























続いて第 3 章では、中国を盛り上げ、国内市場と海外市場の 2 市場へのアクセスと地域間賃金格差の相互関係を検
討する。中国では 1992 年を境に外国直接投資による生産拠点が爆発的に増加しており、それら外資系企業にとって
海外市場へのアクセスが決定的に重要である。ここでは、それらの動きを受けて、内外市場の相対的重要性の変化と
賃金格差の動向が新経済地理学の理論が示唆する方向に合致していることを実証的に示した。
以上、本論文は、理論的発展に比べて実証研究が未発達な新経済地理学の分野で同理論を実証的に支持する重要な
結果を示しており、また、現在進行中の経済統合化が産業集積にどのようなインパクトをもつのかを定量的に示した
としづ意味で政策面でも貴重な貢献であると思われる。もっとも、産業特性が異なるにもかかわらず、地域全体で集
積や拡散を論じるという点、市場アクセス自体が統合化のプロセスで内生的に変化することの考慮が不足していると
いう点など、理論の示唆する結論を支持するような実証結果を追い求めすぎるあまり、考察が不十分な側面がないと
は言えない。けれども、本論文は、いま注目される政策的にも重要な分野で、壮大なスケールで、極めて明解な結果を
示しており、著者自身も含めて今後の研究の発展に大きな刺激を与える成果を示しているとしづ意味で、博士(国際
公共政策)の学位に相応しい水準に達しているものと判断する。
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